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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 53 ha

平成 20 年度　～ 平成 24 年度 平成 20 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠 　
まちづくりの経緯及び現況

都道府県名 静岡県 藤枝市 三輪･内谷地区

計画期間 交付期間 24

大目標　 安全･快適な生活環境基盤とコミュニティの場を確保し、地域への誇りと愛着があふれた笑顔で暮らすまちをつくる

小目標　  ・生活環境基盤の安全性･快適性を向上させる
              ・人と人をつなぐコミュニティの場をつくる

経緯
本地区は高草山の麓に位置し、従前からの集落、昭和５０年代に住宅供給公社や民間の宅地開発により造成された住宅団地、都市化と共に市街化区域内農地が転用された住宅地とで市街地が構成され、旧岡部町区域人口の約１/４が居住している。
このような地区の形成経緯から、地区全体を結び付ける基盤整備等に遅れが生じており、住環境向上に必要な基盤整備の促進、地区コミュニティの増進、地域づくり活動を推進するため、地区住民参加のワークショップにより本地区の基本構想を策定し、こ
の基本構想をベースに旧岡部町と地元推進協議会が協議を重ね基本計画を策定した。

現状
①【生活環境】
  ・本地区の形成経緯や地区が河川で分断される地理的要因により、地区内を結ぶ道路整備に遅れが生じている。
  ・河川高水位より低い宅地が存在しているため、慢性的な浸水被害が発生している。
  ・地区内居住人口に見合う都市公園が未整備であり、広域避難地についても地区外に設定せざるを得ない。
②【他地区への交通アクセス】
  ・他地区へのアクセスは県道焼津岡部線に限定されているが、隣接地区で土地区画整理事業による道路整備が完了し、本地区から道路を新設し接続することで利便性が向上するため、道路整備が望まれている。

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ H19 H24

分 管轄消防署から地区内までの緊急車両の到達時間。 H19 H24

㎡ H19 H24

他地区 アク 県道焼津岡部線 限定され る 、隣接地区 地区画整 事業 る道路整備 完了 、本地区 道路を新設 接続する 利便性 向 する 、道路整備 まれ る。
③【地区内交流】
  ・古くからの集落と新たな住宅地との交流の場(場所･機会)が少ない。
④【若年人口の流出→高齢化】
  ・若年人口の流出が顕著となり、高齢化に伴い地域の活気が低下していくことが懸念されている。

目標設定根拠
本地区のまちづくりは、子供から高齢者までが地域に対して誇りと愛着を持ち、笑顔溢れる生活を送れるように、安全･快適な生活環境やコミュニティの場の確保等の地域の課題を解消する取り組みを推進していくものである。
そして、子供、大人、高齢者、それぞれの世代の笑顔が別の世代の笑顔を呼び、みんなが『ここに住み続けたい』と感じる“笑顔の相乗効果”を未来につなげていくことを目指すため、「安全･快適な生活環境基盤とコミュニティの場を確保し、地域への誇りと愛
着があふれた笑顔で暮らすまちをつくる」をまちづくりの目標として定める。

①地区内を結ぶ道路整備の促進／災害に対する安心の確保／広域避難地の確保
②他地区への交通アクセス確保
③地区内交流の促進／コミュニティの場所創設／心身の健康づくりの場の確保
④安心して子育てができる環境の確保／高齢者が快適に暮らせる環境の確保

本地域は、高草山や吐呂川など自然が豊で、静かな環境の中で安心して暮らせる住みよい地域である。地域ならではの資源を活かして現在の環境をより良いものとして次世代に引き継ぐため、『次世代に引き継ごう　緑と共存した住みよいまち』をキャッチフ
レーズに、次の3項目を将来ビジョンとしている。

　①安全で健康的な暮らしを送ることのできる住環境を整える　　②交流を深める場をつくる　　③高齢者などが安心して暮らせるまちをつくる

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

6.4㎡一人あたりの公園面積 事業開始前後の地区住民一人あたりの公園面積。
 地区内の交流促進や、管理活動による緑と人の和を育てるための拠点公園を整備
することで、地区住民一人あたりの公園面積の増加を目指す。 0.9㎡

緊急車両の到達時間

32%

地区内の交通環境を改善し、他地区との連絡を図る道路の整備を促進することに
より、道路体系を確立させ、生活環境基盤の安全性･快適性向上を図る。 6分 3分

生活環境満足度 事業開始前後の住民の生活環境に対する満足度。
本計画により『ここに住み続けたい』と感じる“笑顔の相乗効果”を未来につなげてい
く。 16%



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

◇施設整備への地域住民の関わり
施設整備において 地区住民が積極的に計画 設計 施工に関わることで整備施設への愛着を醸成する

方針に合致する主要な事業
■ 生活環境基盤の安全性･快適性を向上させる
  ・地区内の交通環境を改善する。
  ・災害に備えた地区防災拠点となる公園を整備し、地区外に指定されている広域避難地を地区内に確保する。
  ・大雨時の浸水被害をなくす排水路を整備すると共に、水害時における公園防災機能の向上と、避難地への避難経路を保全する。
  ・他地区との連絡を図る道路の整備を促進する。
  ・安心子育て環境、高齢者が快適に暮らせる環境を確保する。

[基幹事業] 道路事業　三輪本線整備／三輪屋敷線整備／三輪向原桐川橋線整備／
[基幹事業] 道路事業  三輪清水祢宜屋敷線整備／内谷池添線整備／内谷池添1号線整備
[基幹事業] 公園事業　三輪公園整備(近隣公園)

[基幹事業] 地域生活基盤施設事業　三輪旭ヶ丘排水路整備／内谷池添排水路整備

■ 人と人をつなぐコミュニティの場をつくる
　・地区内の交流を促進する拠点公園を整備する。
　・公共空間への植栽･管理活動で、緑と人の輪を育てる。

[基幹事業] 公園事業　三輪公園整備(近隣公園)
[提案事業] 事業活用調査　事業効果分析調査

　　　施設整備において、地区住民が積極的に計画・設計・施工に関わることで整備施設への愛着を醸成する。
　　　・施設設計時に専門協議会を開催し住民意見を設計内容に反映させる。
　　　・部分的な住民施工や施工現場見学会を開催する。
　　　・小学生等の総合学習として施設の設計･施工を体験させる。
　

◇整備後の施設と地域住民との関わり
　　　”自分が手を出したものは気になる＝愛着” ⇒ 地域住民の整備された施設の積極的な利用、維持管理の構築へとつなげる。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 道路新設 藤枝市 直 W=8.0、10.5m、L=637m 平成20年度 平成24年度 平成20年度 平成24年度 440.0 440.0 440.0 440.0

藤枝市 直 W=6.0m、L=382m 平成20年度 平成24年度 平成20年度 平成24年度 135.0 135.0 135.0 135.0

藤枝市 直 W=4.0m、L=35m 平成20年度 平成23年度 平成20年度 平成23年度 26.0 26.0 26.0 26.0

藤枝市 直 W=8.5m、L=35m 平成20年度 平成23年度 平成20年度 平成23年度 25.0 25.0 25.0 25.0

藤枝市 直 W=6.0m、L=315m 平成20年度 平成23年度 平成20年度 平成23年度 106.0 106.0 106.0 106.0

藤枝市 直 W=6.0m、L=112m 平成20年度 平成23年度 平成20年度 平成23年度 26.0 26.0 26.0 26.0

公園 藤枝市 直 1.78ha 平成20年度 平成24年度 平成20年度 平成24年度 648.0 648.0 648.0 648.0

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 藤枝市 直
1500×1000～600×
600 L=176ｍ
ポンプ施設 １式

平成20年度 平成22年度 平成20年度 平成22年度 138.0 138.0 138.0 138.0

藤枝市 直 800×1,300 L=351m 平成20年度 平成23年度 平成20年度 平成23年度 53.0 53.0 53.0 53.0

高質空間形成施設

高次都市施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,597.0 1,597.0 1,597.0 1,597.0 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

0

0

0

藤枝市 直 － 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 3.0 3.0 3.0 3.0

－ 0

－ 0

－ 0

合計 3 3.0 3.0 3.0 …B
合計(A+B) 1,600.0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

三輪旭ヶ丘排水路

内谷池添1号線

交付対象事業費 1,600 交付限度額 682

内谷池添排水路

国費率 0.426

0

0

交付期間内事業期間
規模直／間

三輪本線
うち民負担分

うち民負担分

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業

－

－

規模

－

事業期間（いずれかに○）
事業主体

事業
細項目

事業主体事業箇所名
（参考）事業期間

三輪公園

三輪屋敷線

三輪向原桐川橋線

三輪清水祢宜屋敷線

内谷池添線

全体事業費

地域創造
支援事業

住宅市街地
総合整備
事業

事業箇所名事業
細項目

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間

（参考）事業期間

事業効果分析調査

所管省庁名事業箇所名



都市再生整備計画の区域

三輪･内谷地区（静岡県藤枝市） 面積 53 ha 区域 藤枝市岡部町三輪の一部、岡部町内谷の一部
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